
4 接着部分にすき間があ
る場合は、この段階で
直しておきます。
すき間にボンドをつけ
るには、紙の切れ端や
つまようじなどを使う
とうまくゆきます。

5 胴を組み立てます。
曲面が多いので、丸い
棒などで図のように丸
みをつけておくと組み
立てやすくなります。

6 胴の上半分と下半分を
組み立て、最後に中央
部分を接着します。

1 接着には木工ボンドが
おすすめです。
耳、まげ、お茶の葉は
図のように大まかに切
り取り、点線に沿って
カッターですじを入
れ、折り曲げます。

7 袖を作ります。
図のように輪をつく
り，だ円形になるよう
にします。
差込部分は折りぐせを
つけて内側にボンドを
つけます。

2 裏にボンドをつけて貼
り合わせ、乾いたら切
り抜きます。

8 袖を胴に差し込み、胴
の内側で接着します。
差込口が小さいとき
は、カッターの刃を差
し込んで調整します。
前掛けを上帯の縁に
沿って接着します。
胴に沿って丸みをつけ
ておくとうまく接着で
きます。

3 頭頂部から下に向かっ
て頭を組み立てます。
耳やまげを差し込む切
れ込みも忘れずに切っ
ておきます。

9 湯飲みを図のように筒
状に組み立てます。
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10 お茶の表面と湯飲みの
底面を接着し，最後に
湯飲みの台（糸底）を
輪にして底につけま
す。

16 たすきを左手に通しま
す。

11 左手と腕を赤い線の位
置にあわせて接着しま
す。
左腕は、腕の線に沿っ
て折り曲げます。
切れない程度にカッ
ターの刃などを押し当
てて折るとうまくいき
ます。

17 左肩から背中に回し
て、右袖下から右手に
通します。

12 首ののりしろにボンド
を３～４数か所つけ，
えりの中心とあごの線
を目安にして頭を胴に
接着します。
赤い線の位置にあわせ
て湯飲みと右腕を接着
します。
右腕はそでの上部に接
着します。

18 背中は図のようになり
ます。
たすきの長さを調整し
て、背中で接着しま
す。

13 左腕は図のように手が
上帯の位置に来るよう
にして、手と腕の裏
側、腕の付け根部分に
接着剤をつけ、接着し
ます。

19 かごを組み立てます。
かごは下から順に組み
立て、最後に上からふ
たをするように接着し
ます。

14 足を組み立てます。
足首を差し込み、床に
着くまで上から押し込
みます。

20 はじめに作ったお茶の
葉ののりしろにボンド
を少しつけ、かごの差
込口にさしてゆきま
す。

15 台を図のように組み立
てて、足位置のマーク
を目安に足を接着しま
す。
親指の方が出っ張って
いますので，足の左右
は親指の位置で判別し
てください。

21 かごの横にあるマーク
にボンドをつけ、胴に
接着します。
完成図のように、少し
斜めになるように接着
します。
最後に、葉っぱと同じ
ようにまげと耳をつけ
て完成です。
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